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ふ れ あ い セ ン タ ー わ く わ く 川 辺 指 定 管 理 者 募 集 要 項  

 

 ふ れ あ い セ ン タ ー わ く わ く 川 辺（ 以 下「 本 施 設 」と い う 。）の 運 営 及 び 維 持 管 理

を 効 率 的 か つ 効 果 的 に 行 う た め ，地 方 自 治 法（ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 。以 下「 法 」

と い う 。）第 244 条 の ２ 第 ３ 項 及 び 南 九 州 市 公 の 施 設 に 係 る 指 定 管 理 者 の 指 定 手 続

等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 19 年 南 九 州 市 条 例 第 61 号 。 以 下 「 指 定 手 続 等 条 例 」 と い

う 。） 第 ２ 条 の 規 定 に よ り ， 次 の と お り 指 定 管 理 者 を 募 集 す る 。  

 

１  対 象 施 設 の 概 要  

 (1) 施 設 の 名 称    ふ れ あ い セ ン タ ー わ く わ く 川 辺  

 (2) 施 設 の 所 在 地   南 九 州 市 川 辺 町 平 山 2890 番 地 1 

 (3) 設 置 目 的     市 民 の 健 康 増 進 と 福 祉 の 向 上 を 図 る た め 。   

 (4) 施 設 等 の 概 要   構 造     鉄 筋 コ ン ク リ ー ト  

           敷 地 面 積   3,989.51 ㎡  

           建 築 面 積   1,376.56 ㎡  

 (5) 主 要 施 設 の 内 容  

構 成 内 容  面 積（ ㎡ ） 施 設 概 要  

２ 階  男 子 浴 室 ・脱 衣 場  

 

 

246.11 

 

大 浴 場 ， 低 周 波 浴 槽 ， 浮 風 呂 ， 気 泡

湯 ，ジ ェ ッ ト 湯 ，う た せ 湯 ，水 風 呂，

露 天 風 呂 ， ス チ ー ム サ ウ ナ ， 遠 赤 サ

ウ ナ  

女 子 浴 室 ・脱 衣 場  

 

 

246.11 

大 浴 場 ， 低 周 波 浴 槽 ， 浮 風 呂 ， 気 泡

湯 ，ジ ェ ッ ト 湯 ，う た せ 湯 ，水 風 呂，

露 天 風 呂 ， ス チ ー ム サ ウ ナ ， 遠 赤 サ

ウ ナ  

休 憩 室  

 

85.518 畳 敷  10 畳×４ 室 ， ７ 畳 ×１ 室  

全 使 用  47畳  

１ 階  家 族 風 呂  136.24 

 

大 理 石 湯 ， 岩 湯 ×２ ， ブ ロ ー 湯 （ ４

室 ）  

身 障 者 浴 室  33.142 １ 室  

事 務 室  54.937 受 付 カ ウ ン タ ー ・ 事 務 所  

職 員 厚 生 室  33.99 男 女 ２ 室  

応 接 会 議 室  29.64  

倉 庫  51.84  

展 示 ロ ビ ー  19.32  

付 属 施 設   倉 庫 ×２ 室， 機 械 室 ， 源 泉 ポ ン プ 室  

 

(6) 施 設 の 利 用 状 況 及 び 管 理 運 営 人 員 数  

 ○  利 用 者 数     86,515 人 （ 令 和 ６ 年 度 ）  

    

 ○  管 理 担 当 人 数   管 理 担 当        １ 人  

   （ 人 件 費 基 礎 ）  管 理 係 （ パ ー ト ）   ３ 人  

           受 付 係 （ パ ー ト ）    ４ 人  

           清 掃 係 （ パ ー ト ）   ８ 人  
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(7)  利 用 時 間 及 び 休 館 日  

 ○  利 用 時 間   午 前 10 時 か ら 午 後 ９ 時 ま で  

 ○  休 館 日    毎 月 第 2・ 第 4 水 曜 日  

 

２  指 定 管 理 者 が 行 う 管 理 の 基 準  

 (1) 関 係 法 令 及 び 条 例 ・ 規 則 の 基 準 を 遵 守 す る こ と 。  

○ 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 及 び 地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 22

年 政 令 第 16 号 ）  

 ○ 温 泉 法 （ 昭 和 23 年 法 律 第 125 号 ） 及 び 温 泉 法 施 行 規 則 （ 昭 和 23 年 厚 生

省 令 第 35 号 ）  

○ 公 衆 浴 場 法 （ 昭 和 23 年 法 律 第 139 号 ）  

○ 鹿 児 島 県 公 衆 浴 場 法 施 行 条 例（ 昭 和 44 年 鹿 児 島 県 条 例 第 24 号 ）及 び 同

法 施 行 細 則 （ 昭 和 44 年 鹿 児 島 県 規 則 第 68 号 ）  

○ 指 定 手 続 等 条 例 及 び 同 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 19 年 南 九 州 市 規 則 第 53 号 。）

以 下 「 指 定 手 続 等 規 則 」 と い う 。  

   ○ 南 九 州 市 温 泉 セ ン タ ー 条 例（ 平 成 19 年 南 九 州 市 条 例 第 149 号 。以 下「 条

例 」 と い う 。） 及 び 同 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 19 年 南 九 州 市 規 則 第 132 号 。

以 下 「 規 則 」 と い う 。）  

○ 南 九 州 市 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 （ 令 和 ４ 年 南 九 州 市 条 例

第 38 号 ）及 び 南 九 州 市 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 施 行 規 則（ 令 和 ４ 年

南 九 州 市 規 則 第 40 号 ）  

○ 南 九 州 市 行 政 手 続 条 例 （ 平 成 19 年 南 九 州 市 条 例 第 14 号 ） 及 び 同 条 例 施

行 規 則 （ 平 成 19 年 南 九 州 市 規 則 第 17 号 ）  

   ○ 南 九 州 市 文 書 管 理 規 程 （ 平 成 19 年 南 九 州 市 訓 令 第 ５ 号 ）  

   ○ そ の 他 労 働 関 係 法 令 等  

(2) 施 設 整 備 及 び 物 品 の 維 持 管 理 を 適 正 に 行 う こ と 。  

※  管 理 の 基 準 に 関 す る 細 目 的 事 項 は ， 市 長 と 指 定 管 理 者 が 協 議 の 上 ， 協 定 で

定 め る 。  

  

３  指 定 管 理 者 が 行 う 管 理 業 務 の 範 囲 及 び 具 体 的 内 容  

  本 施 設 は ， 市 民 の 健 康 と 福 祉 の 増 進 を 図 る た め 設 置 さ れ た 施 設 で あ る た め ，

施 設 利 用 者 に 対 す る サ ー ビ ス の 向 上 と 業 務 の 効 率 化 を 図 る と と も に ， 多 様 化 す

る 住 民 の 要 望 に 対 応 し た 管 理 運 営 を 指 定 管 理 者 の 創 意 工 夫 に よ り 行 う こ と 。  

 (1) 管 理 業 務  

  ①  条 例 第 19 条 及 び 第 20 条 に 規 定 す る 業 務  

  ②  条 例 第 15 条 に 規 定 す る 利 用 料 に 関 す る 業 務  

  ③  本 施 設 及 び 設 備 の 維 持 管 理 に 関 す る 業 務  

④  そ の 他 ， 施 設 の 管 理 に 必 要 な 業 務  

 (2) 運 営 業 務  

  ①  健 康 増 進 及 び 福 祉 の 向 上 を 図 る た め の 公 衆 浴 場 施 設 と し て の 施 設 の 提 供  

②  利 用 者 の 受 付 並 び に 利 用 料 金 の 徴 収 及 び 免 除 に 関 す る 業 務  

③  施 設 の 利 用 の 許 可 ， 利 用 の 制 限 ， 利 用 の 中 止 等 に 関 す る 業 務  

④  施 設 等 の 広 報 ・ PR 活 動  

⑤  イ ベ ン ト 開 催 等 （ 行 政 と の 協 働 を 含 む 。） に よ る 利 用 促 進  

⑥  ト ラ ブ ル 等 発 生 時 の 関 係 機 関 へ の 連 絡   

 ※  (1)(2)に つ い て ， 具 体 的 な 業 務 内 容 及 び 履 行 方 法 は ， 仕 様 書 記 載 の と お り  

 

４  指 定 予 定 期 間  

  令 和 ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 11 年 ３ 月 31 日 ま で （ ３ 年 間 ）  
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５  施 設 の 利 用 料 金 に 関 す る 事 項  

(1)  本 施 設 の 管 理 運 営 に つ い て は ，法 第 244 条 の ２ 第 ８ 項 に 定 め る 利 用 料 金 制

度 を 適 用 し ， 指 定 管 理 者 の 収 入 と す る 。  

(2)  利 用 料 金 の 額 を 定 め る と き は ， 条 例 第 ５ 条 に 定 め る 額 の 範 囲 内 に お い て ， 

あ ら か じ め 市 長 の 承 認 を 受 け て 定 め る も の と す る 。  

(3)  南 九 州 市 の 条 例 ，規 則 に 規 定 さ れ て い る 利 用 料 金 減 免 対 象 者 が 利 用 し た 場

合 に は ， 利 用 料 金 を 減 免 す る こ と と す る が ， 減 免 さ れ た 利 用 料 金 に つ い て は

市 か ら は 補 て ん し な い 。  

(4) 利 用 促 進 の た め 指 定 管 理 者 が 提 案 す る 事 業（ 以 下「 利 用 促 進 事 業 」と い う 。）

に 係 る 経 費 の 負 担 及 び 利 用 促 進 事 業 に よ っ て 生 じ る 収 入 は ， 指 定 管 理 者 の も

の と す る 。（ 利 用 促 進 事 業 に つ い て は ， 事 前 に 内 容 等 に つ い て 市 長 と 協 議 し

承 認 を 受 け る こ と 。） な お ， 利 用 促 進 事 業 に よ り 利 用 料 金 の 減 免 額 を 定 め る

場 合 は ， あ ら か じ め 市 長 の 承 認 を 受 け る も の と す る 。 た だ し ， 減 免 さ れ た 利

用 料 金 に つ い て は ， 市 か ら は 補 て ん し な い 。  
 
(5) 施 設 に お け る 自 動 販 売 機 ， 公 衆 電 話 ， 食 堂 の 収 入 は ， 利 用 促 進 事 業 と し て

指 定 管 理 者 の 収 入 と す る が ， そ の 他 の 自 主 事 業 を 行 う 場 合 は ， 事 前 に 市 長 と

協 議 を 行 う こ と 。  

(6) 既 に 発 行 し た 回 数 券 等 に つ い て は ， 指 定 管 理 開 始 以 降 も 使 用 で き る も の と

す る 。 た だ し ， こ の 使 用 に 係 る 費 用 は ， 市 は 補 て ん を し な い 。  

 

６  指 定 管 理 業 務 に 要 す る 経 費 等  

(1) 指 定 管 理 業 務 に 係 る 経 費 は ， 収 支 予 算 書 に お い て 提 示 の あ っ た 金 額 に 基 づ

き ， 市 長 と 指 定 管 理 者 が 協 議 を 行 い ， 協 定 に お い て 定 め る こ と と し ， 毎 年 度

の 予 算 の 範 囲 内 に お い て ， 施 設 の 管 理 に 必 要 な 経 費 を 指 定 管 理 者 に 指 定 管 理

料 と し て 支 払 う も の と す る 。  

(2) 指 定 管 理 料 の 額 の 算 定 に あ た っ て は ， 利 用 料 金 等 の 収 入 を 考 慮 し て 定 め る

も の と す る 。  

(3) 施 設 等 の 大 規 模 な 修 繕 （ １ 件 30 万 円 以 上 ） に つ い て は ， 市 が 負 担 す る 。  

 (4) 指 定 管 理 料 は ， 下 記 の 基 準 額 を 上 限 と し ， 原 則 と し て こ の 金 額 を 超 え る 場

合 は ， 選 定 し な い 。   

  ※ 指 定 管 理 料 基 準 額 26,880,000 円 （ 指 定 期 間 ３ 年 間 の 合 計 ）  

  ・単 年 度 指 定 管 理 料 基 準 額 8,960,000 円 ×３ 年（ 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 含 む 。） 

   （ 内 訳 に つ い て は ， 別 紙 「 ふ れ あ い セ ン タ ー わ く わ く 川 辺 単 年 度 経 費 基 準

額 」 を 参 照 ）   

(5)  消 費 税 法（ 昭 和 63 年 法 律 第 108 号 ）等 の 改 正 に よ っ て 消 費 税 額 等 の 額 に 変

動 が 生 じ た と き は ， 市 は ， 指 定 管 理 料 に 相 当 す る 消 費 税 額 等 を 加 減 し て 支 払

う も の と す る 。  

(6)  市 は ， 条 例 で 定 め る 利 用 料 金 の 額 に 変 動 が 生 じ た と き は ， 指 定 管 理 者 と 協

議 の 上 ， 必 要 に 応 じ て 指 定 管 理 料 を 増 額 又 は 減 額 で き る も の と す る 。  

(7) リ ス ク の 負 担 割 合  

   指 定 期 間 に お け る 主 な リ ス ク の 負 担 区 分 は 仕 様 書 記 載 の と お り と す る 。  

   修 繕 に つ い て は ，１ 件 あ た り の 修 繕 費 用 で 負 担 区 分 を 判 断 す る も の と す る 。

大 規 模 な 修 繕 等 は 基 本 的 に 市 が 負 担 す る が ， 金 額 や 内 容 等 に つ い て 市 と 指 定

管 理 者 が 協 議 し た 上 で 決 定 す る 。  

   施 設 の 管 理 等 に お け る 賠 償 責 任 保 険 に つ い て は ， 指 定 管 理 者 の 負 担 に よ り

必 ず 加 入 し ， 管 理 上 の 瑕 疵 に よ る 事 故 及 び こ れ に 伴 う 利 用 者 へ の 損 害 が 発 生

し た 時 に は ， 最 大 限 の 賠 償 を 行 う こ と 。  
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７  申 請 の 資 格  

募 集 に お い て は ， 制 度 の 趣 旨 に 鑑 み ， 個 人 以 外 の 団 体 で あ れ ば 法 人 格 の 有 無

は 問 わ な い が ， 以 下 の 要 件 を 満 た す 団 体 と す る 。  

(1) 同 一 施 設 に 対 し て ，他 団 体 に よ り 申 請 を し て い な い こ と 。（ 複 数 に よ る 申 請

は 不 可 。）  

(2) 政 治 団 体 及 び 宗 教 団 体 で な い こ と 。  

(3) 法 人 そ の 他 の 団 体 （ 以 下 「 法 人 等 」 と い う 。） で あ る こ と 。  

(4) 地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 22 年 政 令 第 16 号 ） 第 167 条 の ４ （ 一 般 競 争 入 札

の 参 加 者 の 資 格 ） の 規 定 に よ り ， 参 加 を 制 限 さ れ て い る 法 人 等 で な い こ と 。  

(5) 会 社 更 生 法 （ 平 成 14 年 法 律 第 154 号 ） 第 17 条 （ 更 生 手 続 開 始 の 申 立 て ）

又 は 民 事 再 生 法（ 平 成 11 年 法 律 第 225 号 ）第 21 条（ 再 生 手 続 開 始 の 申 立 て ）

の 規 定 に よ る 更 生 手 続 又 は 更 生 手 続 の 開 始 の 申 立 て が な さ れ て い な い 法 人 等

で あ る こ と 。  

(6) 南 九 州 市 建 設 工 事 等 有 資 格 者 の 指 名 停 止 に 関 す る 要 綱 （ 平 成 19 年 告 示 第

27 号 ） 及 び 南 九 州 市 物 品 購 入 等 有 資 格 者 の 指 名 停 止 に 関 す る 要 綱 （ 平 成 23

年 告 示 第 42 号 ） に 基 づ く 指 名 停 止 期 間 中 の 者 で な い こ と 。  

(7) 市 税 等 に 滞 納 が な い こ と 。  

(8) 暴 力 団 （ 暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行 為 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律

第 77 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 号 に 規 定 す る 暴 力 団 員 を い う 。） 又 は そ の 構 成 員 （ 暴 力

団 の 構 成 団 体 の 構 成 員 を 含 む 。） の 統 治 下 に な い 団 体 で あ る こ と 。  

(9) そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

 

８  申 請 関 係 書 類  

  指 定 管 理 者 の 指 定 を 受 け よ う と す る 団 体 は ， 指 定 手 続 等 規 則 の 規 定 に よ り ，

指 定 管 理 者 指 定 申 請 書 （ 別 紙 第 １ 号 様 式 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て ， 提 出 期

限 内 に 市 長 に 提 出 す る こ と 。 な お ， 申 請 に 係 る 経 費 等 に つ い て は ， 申 請 者 負 担

と す る 。  

 (1) 施 設 の 管 理 に 係 る 事 業 計 画 書 （ 別 紙 第 ２ 号 様 式 ）  

 (2) 施 設 の 管 理 に 係 る 収 支 予 算 書 （ 別 紙 第 ３ 号 様 式 ）  

 (3) 団 体 の 定 款 の 写 し 及 び 登 記 事 項 証 明 書 （ 法 人 以 外 の 団 体 に あ っ て は ， こ れ

ら に 相 当 す る 書 類 ）  

(4) 当 該 団 体 の 経 営 状 況 を 証 す る 書 類  

 ①  法 人 の 場 合  

 ア  法 人 確 定 申 告 書 (直 近 ３ 事 業 年 度 分 )「（ 別 表 １ ， ４ ， ５ の １ ， ５ の ２ ，

７ ， 16） の 写 し （ 税 務 署 受 付 印 の あ る も の 。 電 子 申 告 に よ り 税 務 署 受 付 印

が な い 場 合 は ， 申 告 書 の 他 に 電 子 申 請 等 証 明 書 の 写 し を 添 付 す る こ と 。）」  

 イ  決 算 報 告 書 (直 近 ３ 事 業 年 度 分 )「 貸 借 対 照 表 ，損 益 計 算 書 ，財 産 目 録 等 」 

 ウ  勘 定 科 目 内 訳 明 細 書 (直 近 ３ 事 業 年 度 分 ) 

 ②  Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 の 場 合  

 ア  法 人 税 確 定 申 告 書 (直 近 ３ 事 業 年 度 分 )「（ 別 表 １ ，４ ，５ の １ ，５ の ２ ，

７ ， 16） の 写 し （ 税 務 署 受 付 印 の あ る も の 。 電 子 申 告 に よ り 税 務 署 受 付 印

が な い 場 合 は ， 申 告 書 の 他 に 電 子 申 請 等 証 明 書 の 写 し を 添 付 す る こ と 。）」  

  イ  決 算 報 告 書 (直 近 ３ 事 業 年 度 分 )「 貸 借 対 照 表 ，収 支 計 算 書 ，財 産 目 録 等 」 

 ③  社 会 福 祉 法 人 の 場 合  

  ア  現 況 報 告 書 （ 総 括 表 含 む ）  

  イ  決 算 報 告 書 (直 近 ３ 事 業 年 度 分 )「 資 金 収 支 計 算 書 ， 資 金 収 支 内 訳 表 ， 事

業 活 動 計 算 書 ， 事 業 活 動 内 訳 表 ， 貸 借 対 照 表 ， 貸 借 対 照 内 訳 表 ， 財 産 目 録

等 」  
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  ウ  監 事 監 査 報 告 書 の 写 し  

  エ  収 益 事 業 を 行 っ て い る こ と に よ り 確 定 申 告 を し て い る 法 人 は 確 定 申 告 書

の 写 し (直 近 ３ 事 業 年 度 分 ) 

④  個 人 事 業 主 団 体 の 場 合  

  ア  所 得 税 確 定 申 告 書 又 は 住 民 税 申 告 の 写 し (直 近 ３ 事 業 年 度 分 )（ 税 務 署 受

付 印 又 は 市 町 村 長 証 明 の も の 。電 子 申 告 に よ り 税 務 署 受 付 印 が な い 場 合 は ，

申 告 書 の 他 に 電 子 申 請 等 証 明 書 の 写 し を 添 付 す る こ と 。）  

  イ  収 支 決 算 書 （ 損 益 計 算 書 ） (直 近 ３ 事 業 年 度 分 ) 

  ウ  貸 借 対 照 表 （ 青 色 申 告 者 の 場 合 ） (直 近 ３ 事 業 年 度 分 ) 

⑤  任 意 団 体 （ 自 治 会 等 ） の 場 合  

  ア  直 近 ３ 事 業 年 度 の 収 支 決 算 書  

(5) そ の 他 当 該 団 体 の 活 動 実 績 に 関 す る 書 類  

   ※  任 意 団 体 （ 自 治 会 等 ） の 場 合 は 財 産 目 録 の み で 可  

(6) そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 書 類  

 ①  当 該 団 体 の 概 要 を 記 載 し た 書 類 （ 法 人 に あ っ て は ， 全 部 記 載 事 項 証 明 書 ）  

②  当 該 団 体 の 役 員 及 び 構 成 員 （ 従 業 員 数 ） を 記 載 し た 書 類  

③  当 該 団 体 及 び 代 表 者 個 人 の 法 人 税 ，所 得 税 ，消 費 税 等 の 国 税 及 び 地 方 税（ 県

税 ） す べ て の 直 近 １ 年 納 税 証 明 書 （ 納 付 済 み 納 付 書 に よ り 納 付 の 確 認 が で き

る 場 合 は ， 納 付 書 写 し で 可 ）  

④  当 該 団 体 及 び 代 表 者 個 人 の 所 在 地 ， 又 は 居 住 地 の 市 町 村 の 発 行 す る 市 町  

村 税 等 の 徴 収 金 に 係 る 未 納 が な い 旨 の 証 明 書 。 た だ し ， 南 九 州 市 に 本 所 ， 住

所 お い て 者 で 前 記 の 確 認 の で き る 場 合 は ， 同 意 書 を 提 出 す る こ と に よ り ， 本

市 に お い て 確 認 を す る 。  

⑤  申 立 書  

⑥  同 意 書 （ 南 九 州 市 税 等 確 認 分 ， 募 集 要 項 確 認 分 ）  

 

９  留 意 事 項  

  次 の 事 項 に よ り 書 類 審 査 を 満 た さ な い 申 請 者 は 失 格 と し ， 審 査 の 対 象 か ら 除

外 す る 。  

(1) 申 請 者 の 資 格 要 件 を 満 た さ な い と き 。  

(2) 提 出 書 類 に つ い て ， 再 提 出 の 指 導 に も 関 わ ら ず 不 備 が 改 善 さ れ な い と き 。  

(3) 提 出 書 類 に 虚 偽 の 内 容 の 記 載 が あ っ た と き 。  

 

10 申 請 書 提 出  

 (1) 提 出 期 限  

令 和 ７ 年 ９ 月 12 日 （ 金 ） 午 後 ５ 時 必 着 。  

※  郵 送 の 場 合 も 午 後 ５ 時 必 着 と し ま す 。  

※  電 子 メ ー ル ， Ｆ Ａ Ｘ で の 提 出 は 受 付 け ま せ ん 。  

※  提 出 さ れ た 書 類 は ， 返 却 し ま せ ん 。  

 (2) 提 出 場 所  

   〒 897-0215 

   南 九 州 市 川 辺 町 平 山 3234 番 地  

   南 九 州 市 役 所  福 祉 健 康 課  社 会 福 祉 係  

電 話 番 号  0993-56-1111（ 内 線 4421）  

 (3) 提 出 方 法  

   提 出 場 所 へ 直 接 持 参 す る か 郵 送 す る も の と す る 。  

 (4) 提 出 部 数  

   ３ 部 （ 正 本 １ 部 ， 副 本 ２ 部 ） と す る 。 な お ， 申 請 書 類 一 式 は ， 原 則 と し て

日 本 工 業 規 格 Ａ 列 ４ サ イ ズ の も の を Ａ ４ フ ァ イ ル に 綴 じ 込 み を し て 提 出 す る

こ と 。  
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11 説 明 会 等 の 開 催  

申 請 方 法 ， 提 出 書 類 な ど に つ い て の 説 明 会 及 び 本 施 設 の 見 学 会 を 開 催 す る 。  

参 加 す る 者 は ，法 人 そ の 他 の 団 体 の 名 称 及 び 氏 名 を あ ら か じ め 連 絡 す る こ と 。 

(1) 開 催 日 時   令 和 ７ 年 ８ 月 25 日 （ 月 ） 午 後 ２ 時 か ら 1 時 間 程 度  

(2) 開 催 場 所   ふ れ あ い セ ン タ ー わ く わ く 川 辺  

(3) 連 絡 先  

〒 897‐ 0215 

南 九 州 市 川 辺 町 平 山 3234 番 地  

 南 九 州 市 役 所  福 祉 健 康 課  社 会 福 祉 係  

電 話 番 号   0993‐ 56‐ 1111（ 内 線 4421）  

フ ァ ッ ク ス  0993－ 58－ 3710 

E－ Mail： shakaifukushi＠ city.minamikyushu.lg.jp 

 

12 審 査 基 準  

  指 定 管 理 者 の 選 定 に あ た っ て は ， 書 類 審 査 の ほ か 面 接 審 査 に よ り ， 指 定 手 続

等 条 例 第 ４ 条 の 規 定 等 に 基 づ く 次 の 基 準 に よ り ， 総 合 的 に 判 断 す る も の と す る 。 

   な お ， 面 接 審 査 を 行 う 際 の 申 請 者 に 係 る 経 費 等 に つ い て は ， 申 請 者 の 負 担 と

す る 。 ま た ， 面 接 審 査 日 程 等 に つ い て は ， 後 日 ， 申 請 団 体 へ 連 絡 す る 。  

(1) 指 定 管 理 料  

提 案 さ れ た 指 定 管 理 料 額 が 適 当 で あ る こ と 。  

(2)  申 請 団 体 の 安 定 性  

①  申 請 団 体 の 組 織 形 態 が 安 定 し て い る こ と 。  

②  申 請 団 体 の 財 務 形 態 が 安 定 し て い る こ と 。  

③  緊 急 時 等 に 迅 速 な 対 応 が 可 能 な こ と 。     

(3) 利 用 者 へ の 公 平 性  

①  利 用 者 に 対 す る 公 平 で 利 便 性 の 高 い サ ー ビ ス の 提 供 が 可 能 で あ る こ と 。  

②  利 用 者 か ら の 要 望 や 苦 情 に 柔 軟 に 対 応 で き る 体 制 が あ る こ と 。  

(4) 効 果 性  

①  事 業 計 画 が 施 設 の 効 用 を 最 大 限 発 揮 し ， 管 理 経 費 の 節 減 が 図 れ る 内 容 で

あ る こ と 。  

②  事 業 計 画 が 的 確 で 施 設 の 利 用 を 促 進 さ せ る 具 体 的 な 方 策 が 計 画 さ れ て い

る こ と 。  

③  効 率 的 管 理 運 営 の た め の 具 体 的 な 計 画 や 工 夫 が 提 案 さ れ て い る こ と 。  

(5) 能 力 性  

①  施 設 の 管 理 等 を 安 定 し て 行 う 人 員 ，資 産 そ の 他 の 経 営 の 規 模 及 び 能 力 を 有

す る こ と 。  

②  業 務 を 継 続 す る た め の 幅 広 い 知 識 や 経 験 を 持 つ 人 員 ，活 動 体 制 が 整 っ て い

る こ と 。  

③  施 設 の 運 営 に 必 要 な 資 格 者 等 が 確 保 さ れ て い る こ と 。  

④  公 の 施 設 あ る い は ，同 様 な 施 設 の 管 理 及 び 運 営 の 実 績 が あ る（ 可 能 で あ る ）

こ と 。  

⑤  施 設 を 管 理 す る 職 員 の 研 修 が 積 極 的 に 計 画 さ れ て い る こ と 。  

(6) 目 的 性  

①  施 設 設 置 の 目 的 が 達 成 で き ， 市 民 の 声 を 反 映 し た 施 設 管 理 が で き る こ と 。 

②  設 置 理 念 に 基 づ い た 運 営 方 針 が 示 さ れ ，市 民 の 自 主 的 活 動 援 助 の 考 え 方 が

あ る こ と 。  

③  利 用 促 進 事 業 計 画 は ，内 容 や 実 施 回 数 等 が 適 当 で 利 用 し や す い 経 費 が 設 定

さ れ て い る こ と 。  
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(7)  安 全 性  

①  安 全 管 理 等 の 状 況 が 適 正 で あ る こ と 。  

②  災 害 発 生 時 の 危 機 管 理 を 理 解 し ，具 体 的 な 対 応 策 が 準 備 さ れ て い る こ と 。 

③  個 人 情 報 の 保 護 体 制 が 整 え ら れ る 計 画 内 容 に な っ て い る こ と 。  

 (8) 独 自 項 目  

  ①  隣 接 す る 自 治 会 に 配 慮 し た 計 画 が あ る こ と 。  

  ②  関 係 機 関 と 連 携 し た 管 理 運 営 の 考 え 方 が あ る こ と 。  

 

13 申 請 書 の 取 扱 い  

  事 業 計 画 ， 提 案 内 容 等 に つ い て は ， 必 要 に 応 じ て 公 表 す る こ と が あ る 。  

 

14 指 定 後 の 手 続  

 (1) 協 定 の 締 結  

   施 設 の 管 理 業 務 等 に 関 す る 細 目 的 事 項 等 に つ い て は ，市 長 と 協 議 の 上 ，「 基

本 協 定 」 を 締 結 し ， 各 年 度 の 指 定 管 理 業 務 内 容 等 を 定 め る 「 年 度 協 定 書 」 を

締 結 す る も の と す る 。  

 (2) 指 定 管 理 準 備 事 務  

   指 定 管 理 者 と し て 指 定 さ れ た 者 は ， 市 長 と 協 議 し ， 必 要 な 指 定 管 理 準 備 事

務 を 行 う も の と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 紙 「 ふ れあ い セン タ ー わ くわ く 川 辺 単 年 度 経費 基 準 額 」  
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収 入                          （ 単 位：千 円 ） 

項   目  金   額  内  訳 （ 積算 基 礎 ）  備   考  

使 用 料 金（ 入 浴料 ） 25,666 
一 般 入 浴 ・ 家 族 風 呂    

回 数 券             

R 4～ 6 年 度 平 均  

8 1 , 3 3 5 人 /年  

利 用 促 進 事業  4,582 
売 店 ，自 動 販 売 機 売 上 ，マ ッ サ

ー ジ 器 手 数 料 ，イ ベ ン ト 売 上 等  
 

収 入 の 部  計 （ 1） 30,248     

 

支 出                          （ 単 位：千 円 ） 

項   目  金   額  内  訳 （ 積算 基 礎 ）  備   考  

人 件 費（共 済 費含 ） 18,760 
正 支 配 人 1 人 ，  

パ ー ト 15 人 （ 時 間 制 ）  
 

消 耗 品 費 ・ 原 材 料

費  
4,593 

事 務 用 品 ，次 亜 塩 素 ソ ー ダ ，売

店 仕 入 等  
 

燃 料 費  1,753 重 油 代 ， プ ロ パ ン ガ ス 代   

光 熱 水 費  8,888 電 気 代 ， 水 道 代   

修 繕 費  551   

イ ベ ン ト 費  142   

通 信 運 搬 費  147   

保 険 料  97   

手 数 料  22   

委 託 ・ 保 守保 全 費  1,590 
浄 化 槽 維 持 ， 自 家 用 電 気 工 作

物 ， ご み 収 集 業 務 等  
 

使 用 料 及 び賃 借 料  581 券 売 機 リ ー ス ， Ｎ Ｈ Ｋ 受 信 料   

備 品 購 入 費  100   

雑 費  287 車 輌 燃 料 費 ， 交 通 費 等   

租 税 公 課  1,697   

歳 出 の 部  計 （ 2） 39,208   

指 定 管 理 料基 準 額  8,960 （ 2） － （ 1）   
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